
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

１ 歴史的な数理創造の営みの過程 
 

 自分なりの数理の「発見」 ･･･対象や対象間にある関係を見いだし、記号化する等して 

自分なりに一般化・抽象化してとらえ、解決すること。 
 

  発見した数理の「証明」 ･･･解決したものを整理し、原理・原則を体系化しようとす 

ること。 
 

  獲得した数理の「応用」 ･･･結果を関連する内容に応用したり、適用したりする思考 

活動を通して元の問題をより広い解明に結びつけること。 
 

発信する数理の「協定」 ･･･協議によって、最も合理的な表現・処理方法を決定する 

こと。（一般化・抽象化） 
 

２ Ｔ･Ｔ（ティームティーチング）の役割 
 

（１）学習以前に見られる児童の実態（以下の２種）に対応する 
 

 ① 既に本時の学習内容（表現・処理方法）を知っている児童に対して 

 →「なぜそのような表現・処理方法としてまとめられたのか？」「そのよさは？」 

  ★演繹的思考を鍛える学びの成立 
 

 ② 本時の学習内容（表現・処理方法）を知らない児童に対して 

 →「どう表現・処理をすれば一般性のある便利なものとなるのか？」 

  ★帰納的思考を鍛える学びの成立 
 

（２）Ｔ･Ｔによる指導の構造 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３ Ｔ･Ｔ（２グループ間）の交流 
 

（１）異なる視点からの情報提供として 
〇Ｔ１グループ･･･現在の表現・処理方法に整理された理由発見の喜びをＴ２グループに伝 

えたい。また、知らなかったグループがどうまとめたのかを知りたい。等 

〇Ｔ２グループ･･･自分たちで創ることができた表現・処理方法をＴ１グループに伝えたい。 

また、それが正しいかどうかをＴ１グループに確認したい。等 

（２）数理を一般化する協定の場として 

   異なる視点（多様な視点）で追求してきた背景から、両グループで、より簡潔･明瞭･的確 

で、より一般性のあるものに高めていくための協定の場(協議して決定)として位置づける。 
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現在の表現・処理方法に整

理された理由を知りたい。 

便利な表現・処理方法を自

分で創りたい。 

学習開始時の実態 

表現･処理方法を知っている 

表現･処理方法を知らない 

【演繹的思考】 

表現・処理方法に整理された

背景・よさ等を探る学び。 

【帰納的思考】 

一般性のある表現・処理方法

を探る学び。 
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